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当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 2年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 総務費 6. 土地経年変化整備事業

2. 徴税費

2. 賦課徴収費 資産税課

（佐倉市）　　

第６章
ともに生き、支え合うまちづくり -

平成28年度 -

経常 単独 計画 0 0 2,504 基本施策６
行財政運営の適正化 平成29年度 -

平成30年度 -

施策７
税の公平、公正、効率的賦課と収入率向上を目指し 平成31年度 -

ます 令和 2年度 -

0

2,876 2,876

土地評価事務の実施 固定資産税の対象となる土地について、評価の適正化と ・土地の利用状況を把握することで、公平かつ適正な評

・法務局からの税務通知、経年変化図等を参考に現地調査を実施します 均衡化を図ります。 価を達成することができる。

。 ・適正な賦課を実施し安定した財源を確保することで、市全体として健

・土地の利用状況に沿った課税地目の認定を行い、地目別に定められた 全な財政運営が可能となります。

評価方法により評価し、課税データを作成します。 ・適正な賦課実施により市税への信頼を高め、収入率の向上に貢献しま

す。

・市内の土地の異動状況をいかにしてもれなく把

握できるかが課題です。

10 15 15 0

12 2,861 2,861 0

差引一般財源 0 2,876 0 2,876


